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平成 30 年度西之表市水道事業会計資金不足比率審査の意見について 

 

 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第1項の規定に基づき審

査に付された平成 30 年度西之表市水道事業会計資金不足比率及び算定の基

礎となる書類を審査した結果について、次のとおり意見を提出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





平成 30年度 資金不足比率審査意見書 

 

１ 審査の概要 

  地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に基づき、公営企

業を経営する地方公共団体の長は、資金不足比率を毎年度監査委員の審査に付した上

で、議会に報告し、公表するようになっている。 

このことから、市長から提出された資金不足比率並びにその算定の基礎となる事

項を記載した書類が、適正に作成されているかどうかを主眼に審査を実施した。 

 

２ 審査の意見 

 （１）総合意見 

    審査に付された下記、資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載し

た書類は、いずれも適正に作成されているものと認められる。 

記 

比 率 名 平成 29年度 平成 30年度 経営健全化基準  備 考 

 

資金不足比率 

 

(％) 

０ 

(％) 

０ 

 

(％) 

20.00 

 

 

 （２）個別意見 

   資金不足比率について 

資金不足比率は、資金の不足額{(流動負債 710,948,129 円-控除企業債等

161,406,079 円＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債

の現在高 0 円－流動資産 972,953,045 円）－解消可能資金不足額 0 円}を事業の

規模（営業収益 379,758,592 円－受託工事収益 749,590 円）で除した数である。 

 平成 30年度の資金不足比率は、0％となることから、資金不足はなく、経営健 

全化基準の 20％と比較しても、良好な状態にあると認められる。 

 

 （３）是正改善を要する事項 

    特に指摘すべき事項はない。 


